
 

 

 
“Assim como o futebol me uniu ao Japão, ele pode 

continuar unindo nossos países no futuro.”  

– Alex Santos 
「サッカーが私と日本を結んだように、これからもブラジルと日本の両国を 

つなぐ架け橋であり続けたい。」 

– アレックス・三都主 

前田美千代（慶應義塾大学法学部教授） 

講演者：アレックス・三都主 選手 
（元 Jリーガー、元日本代表、現ガロ・マリンガ会長、アレックス・三都主研究所所長） 

演題：サッカーを取り巻くスポーツ法の諸問題 
−人権・インテグリティーと若手選手のセーフガーディング− 

秋山美紀（塾ソッカー部部長、慶應義塾大学環境情報学部教授）、岩田光晴（三田ソッカー倶楽部副会長） 

 

 高松政裕（弁護士） 

討論者：棚村政行（早稲田大学名誉教授、弁護士、日本スポーツ法学会会長） 

      岩谷十郎（慶應義塾大学法学部教授、慶應義塾常任理事・副学長） 

      飯田研吾（弁護士） 

      杉山翔一（弁護士） 

      二宮正人（サンパウロ大学教授、ブラジル弁護士） 

 早田幸太郎（ブラジル弁護士） 

亀井源太郎（慶應義塾大学法学部長、法学部教授）

 

 

日時：2025 年 12 月 18 日（木）14:00～16:15 終了予定 

場所：慶應義塾大学三田キャンパス南館地下 4 階 ディスタンスラーニングルーム

言語：日本語 【参加無料】 

後援：慶應義塾体育会ソッカー部、慶應義塾大学体育研究所、 

日本スポーツ仲裁機構(予定)、日本スポーツ法支援研究センター(予定) 

助成：JSPS 科研費（22KK0014）、小泉基金（慶應義塾大学） 

お問い合わせ 

慶應義塾大学法学部 前田美千代研究室 

keiolatinoamerica@gmail.com 地図 

 


